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フランス第三共和政前期の女子修道会 



































































































1880 年代と 20 世紀初頭の修道会排除の政策は、確かに国内の修道会員の数を大きく減少
させたが、一番の大所帯である援助と教育の双方をおこなう女子修道会の慈善施設と、そ
こに従事する修道女を残したままにしている。こういった修道会の修道女は、閉鎖対象と
なった教育に従事する修道女とちがって、慈善活動のために修道院の外に出ることも可能
であったため、一般人が目にする機会も多かった。このことを考慮に入れると、第三共和
政前期に短期間のうちに社会事業から修道会が一掃されたわけではなく、そのプロセスは、
これまでの先行研究から一般に考えられていたよりもずっと長期にわたり、女子修道会の
強みは、住民の生活の多様な面をケアする、援助活動の総合性にあった、と結論づけた。 
 
 
